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ウー ワイシェン・木村 かおり 
要 旨 
マラヤ大学（UM）の学生は、2013 年に参加した SEND プログラムによって、日本
へ行く機会を増やしている。また UM に訪れた早大生と共に文化活動を作り出していく
ことで、日本人とのコミュニケーションの取り方に気づき、さらに日本語学習のモチ






マラヤ大学 協働的学び ASEAN 日本語教育の地域共同体  
 
 
1．マラヤ大学における SEND プログラムの実施概要 
1.1 SEND プログラム参加形態と参加者 
マラヤ大学（以下 UM）は 2013 年度より SEND プログラムに参加し、同年早稲田大学
夏の短期プログラムに自学の学生を（以下 UM 学生）派遣した。さらに、翌年の 2014 年
2 月には初めて、早稲田大学から SEND 学生（以下早大生）を受け入れた。 
マラヤ大学での早大生の役割は、次の 3 つである。UM 言語学部日本語専攻の 1 年生の
授業において日本語母語話者ゲスト、大学共通教育の選択科目としての初級日本語レベル





1.2 早稲田大学夏の短期プログラムへの参加と UM 学生の経験 
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1.3 UM 主専攻授業、選択科目授業、課外活動における早大生と UM 学生の参加と経験 












































2016 年 2 月の受け入れには Buddy システムを導入した。6 名の早大生に対し、3 名の
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